
 
 
 
第 29 回歴史探訪の会 「名張の史跡を巡る」 

 

 

 

 

実施日 ２０1２年７月1８日（水） 参加者 ２３名     案内者 内海春樹 

 

「梅雨明け10日」の言い伝え通り朝から強い日差しが照りつける中、近鉄沿線 

名張駅を出発点として、暑さ対策に注意しながら行いました。 

 

見学ルート 

名張駅東出口 ～ 夏見廃寺 ～ 徳蓮院 ～ 宇流冨志禰神社 ～ 名張の古い街

並み散策 （清風亭～蛭子神社～妙典寺～専称寺など）～ 江戸川乱歩生誕地 ～  

名張藤堂家屋敷  

 

 

１． 名張の町と史跡 
 
「日本書紀」壬申紀に隠郡（なばりのこおり）として登場する名張は、飛鳥時代

における畿内の東端であり、都と伊勢を 短で結ぶ初瀬街道が通る大和人にも古

くから知られた地でもありました。 
672 年壬申の乱で天智天皇の息子である大友皇子と後継を巡り争った大海人皇子

（後の天武天皇）が、吉野から東国へ陣を構える為移動中、この地で戦況を占い、

この乱で勝利を得て凱旋した時も隠郡で一泊する等重要な所でした。 
また、大津皇子が謀殺された後、伊勢斎宮（いつきのみや）の役目を解かれた 
姉の大来皇女が帰京する際通った場所でもあります。 
時代が下り、江戸時代の初めに藤堂高虎の養子である高吉がこの地に城・屋敷を

構え城下町を開きました。これが、現在の名張市の核となる市街地であります。 
 

 
 
 
 



 
 
 
 

 
 

 
２． 夏見廃寺 
 
 名張駅からバスに乗り名張川沿いの夏見で下車、市民公園の並木道の影を 
求めながら夏見廃寺へ向かう。 
夏見廃寺は「薬師寺縁起」によると、天武天皇の娘である大来皇女が 694 年父の

菩提を祈るため建てた「昌福寺」であるといわれている。 
寺跡は名張市の西郊外に迫る丘陵の南斜面にあり名張川を望む絶好の立地である。 
展示館では、学芸員の方から寺の伽藍配置や発掘された品々の説明を受けた。 
とりわけ甎仏壁面の中央にはめ込まれた一辺 52 センチの大型甎仏は圧巻で、 
沙羅双樹を背景にして、天蓋の下の阿弥陀如来を中心に普賢・文殊菩薩の脇侍など    
が配されている。その他須弥壇甎や周囲に長方形や方形の甎が縦横緻密に並べて 
曼荼羅のような画面を構成している。 
かつてはそのいずれも金箔が張られ壁は金色に輝いていたそうで、この様子は純金

を使って金堂として見事に復元されていた。 
説明を聞いた後、木々にかこまれた伽藍の跡地へ行き発掘された基壇や礎石の上に

立つと、1400 年前の風景にタイムスリップした感じがした。 
  ここで、飛鳥時代 大の悲劇と言われる「大来皇女と大津皇子 姉弟」の悲しい 

生涯に想いを巡らせた。 
 

  

 
 
 



 
 

 
 
 

３． 徳蓮院  藤堂家菩提寺 
 

昼食の後又バスで名張川の北岸にある徳蓮院へ向かう。ここは聖観音菩薩を 
本尊とする曹洞宗の寺です。 
藤堂高虎の養子の高吉がここ名張に分家を構えた後、名張藤堂家の菩提寺となり、 
墓地には初代藤堂高吉の時から現代（14 代）に至る藤堂家の立派な墓石が並ぶ。 
思いがけずお寺のご厚意で本堂に入れて戴き涼しい所で説明が出来、その上全員

に飲み物まで戴き感激しました。 
境内にはその他、伊勢出間村の農民達を自分の命と引き替えに救った藤堂家家臣

福井文右衛門の顕彰碑が立つ。 
 

  
 
 

４． 宇流冨志禰神社 （うるふしねじんじゃ） 
 
 徳蓮院から歩いて 5 分程の所に、地元では「お春日さん」と呼ばれ親しまれて

いる神社がある。 
境内には 6 祭神が祭られ、横には皇居を拝む所や日露戦争勝利記念の石碑がある。 
「うるふしね」は「潤う伏水」の意味と、「粳米（うるちまい）」の意味で水と穀物 
を大切に守るとの意味がある。 
 



  
 
ここからは、名張の古い街並みの中を歩くが、名張川から引いた水路や古い土蔵 
や、また「ひやわい」という細い路地や、乱歩など文学者ゆかりの旅館清風亭、

隠市守宮である蛭子神社（えびすじんじゃ）、一際目立つ鐘楼の妙典寺などの前

も通る。 
 

  
 

 

      

 
５． 江戸川乱歩 生誕地 
 
 推理小説の元祖として仰がれ、明智小五郎と怪人二十面相が活躍する少年探偵

団シリーズでも広く知られる江戸川乱歩は、本名を平井太郎といい、明治２７年 
（1894 年）１０月２１日に名張市の藤堂家に仕える家に生まれた。 
江戸川乱歩のペンネームは米国の文豪であるエドガー・ア・ランポーをもじった

事は有名です。 
昭和 30 年に乱歩夫妻出席のもと除幕式の行われた「江戸川乱歩生誕地碑」には 
自作の評論集「幻影城」の文字が深く刻まれている。 
 



  
 
 
６． 名張藤堂家屋敷跡 

 
藤堂家は 11 代目の高節（たかもち）の時に明治維新を迎え、名張藤堂家は東京

へ移住したため、広大な屋敷の大部分は取り壊されたが、その一部は市によって

保存されている。 
 

 江戸時代の藤堂家屋敷は、5700 坪、1083 畳という広大なものであったが、 
大部分が明治に入ってから取り壊された。しかし今も現存する屋敷は当主が 
起居した私的空間であり、枯山水の庭など上流武家屋敷として全国的に遺構の

少ない近世武家の住まいの例として貴重なものである。 
建物内には豊臣秀吉朱印状や調度品を始め武具、文書、などが展示されている。 
 

  
 

  
 
 
まことに暑い一日でしたが、全員すべての見学地を元気に回り、また名張駅か

らそれぞれの家路につきました。 



 

 

 


